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児童の実態

小学校英語活動班 大木 茂行 （小学校教諭）

楽しさを感じ、進んでやりとりする児童が増えた。

英語への楽しさを感
じて進んでやりとり
をすることができた。

英語を進んで使うこ
とができた。

英語に興味をもって
取り組めるように
なった。

楽しさを感じ、進んでやりとりをする児童をはぐくむ英語活動の工夫
認め合う場面にエクセレントカードを使った交流活動を取り入れて

《現状》 経済や社会の国際化が進む社会の中で、相手の立場を尊重し、進んで人とかかわること
ができるコミュニーケーション力を育成することが求められている。

広げる

③クラスのいろいろな友
達とインタビューゲーム
をする中で、笑顔で話し
たり、ジェスチャーを使っ
て話したりしたことをエク
セレントカードに記入し
交流した。

②グループの友達とビ
ンゴゲームやトランプ
ゲームを楽しむ中で、相
手の目を見て、分かりや
すい声で話せたことをエ
クセレントカードに記入
し交流した。

①ペアの友達とキー
ワードゲーム・カード並
べを楽しむ中で、音声を
聞き取れたことをエクセ
レントカードに記入し交
流した。

仲のよい友達なら自
分の考えを伝えられる
のになぁ

友達の言うことを聞かずに自分の
考えを伝えてしまうことがあるなぁ。

自分の言いたいこと
が友達に伝わらない
ことがあるなぁ。

友達に言いたいこと
を伝えたいなぁ。

いろいろな友達と触
れ合いたいなぁ。 友達の考えを知りたいなぁ。

《 実践 》 ゲームやクイズ、英語でのやりとりを楽しむ中で、友達と触れ合い、友達と学び会う姿
のよいところを認め合う場面に、エクセレントカードを使った交流を取り入れ、相手を認
める態度と英語への楽しさを感じる活動。

慣れる

成果
○友達に分け隔てなく友達に対して進んで話しかけられ

るようになった。
○友達のよいところを見つけようとする意欲が高まり、

友達をほめる楽しさやほめられるうれしさを感じる
ようになった。

○「相手の話をよく聞き、分かりやすく話す」など、やりとり
するときに大切なことを考え交流できるようになった。

課題
○同じ形式のエクセレントカードではマンネリ化しやす

くなるので形式を活動に合わせて工夫する必要が
ある。

○児童の興味・関心を引き出す活動に、エクセレント
カードをどう活用し、児童の思いをどう引き出すの
か指導の工夫が必要である。

親しむ


